
歯を失いはじめたとき…

治療の選択肢どんなのがある？
歯の大切さは失ってはじめて身にしみるもの。いざ歯を

失って治療が必要になった時、どんな治療を選ぶべきか

は、どの歯を失ったか、お口の中がどんな状態か、そし

て患者さんのご希望によって選択が異なります。

大きく分けると治療の選択肢は３通り！

ブリッジ
歯を失った場所にダミーの歯を入れるための連結型

の被せもの。固定式で違和感が少ないかわりに、支

えになる両隣の歯を削らなければならない。

クラスプと呼ばれる針金のようなバネを両隣の歯に

ひっかけるタイプの入れ歯。噛む力は半分ほどしか

戻らないが、取り外しがきき、お手入れが楽だが取

り扱いが面倒。

失った歯の根のかわりに人工の歯根(インプラント体)

をあごの骨の中に埋め込み、その上に人工歯を被せ

る方法。自分の歯と同程度に噛む力や食感が回復し

ますが、外科手術が必要で費用がかかります。

いざ歯を失って治療が必要となったとき、どんな治療を選ぶかは患者さんのお口

の状態やご希望によって大きく異なります。それだけに選択に迷うかたも多くい

らっしゃいます。また、失った原因をしっかり把握しておかないと、次々と他の

歯も失うことになりかねません。丸尾歯科では、患者さんが将来に向けて納得で

きる治療を選択していただくために、メリット・デメリットも含め分かりやすく

ご説明いたします。
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